













中学校 96.5％、高等学校 94.2％ であるが、殊に長
野県は小学校・中学校・高等学校とも 100％の設














































内容について次の表－ 1 から表－ 4 にまとめた。
























2018 年度の 7 小学校の養護教諭と学校保健委員会
の参加者 293 名であった。
②調査期間及び調査方法




































慣について」(54.3％ ) は保護者にとっては 3 番目















た。属性は、教職員が 102 名 (35.8％ )、教育委
員会関係者が 0 名（0％）、学校医や学校薬剤師・
保健師が 2 名 (0.7％ )、子どもの保護者が 180 名
(63.2％ )、その他が 1 名 (0.4％ ) であった。
　学校保健委員会の組織や役割について、知っている
人は 132 名 (46.3％）、知らない人は 153 名 (53.7％）
であり、「知らない」が「知っている」を上回った。
















































2) 　公益財団法人日本学校保健会 . 平成 29 年度学
校保健委員会の設置状況 (http://www.hokenkai.
or.jp/katsudou/katsudou_gakkou_04.html)
 (2020.6.15 閲覧 )















1 巻 . pp. 49-54.
５．考察とまとめ
　長野県中信地区において学校保健委員会は、児童
生徒の健康課題の解決を目指して、年 1 回何らか
のテーマを設定して開催されている。そして、マン
ネリ化しないように形態も工夫されているように思
われる。反面、学校保健委員会の役割や定期開催さ
れていることなどに対する保護者の認知度は必ずし
も高くなかった。また、教職員が気がかりとしてい
る児童の健康課題と保護者のそれとは比較的大きな
相違があり、問題意識に差が感じられた。
　この会を企画推進する保健主事は、最も苦慮する
ことに「テーマや内容を決めること」を挙げており、
テーマや内容をどのように決めていくかが学校保健
委員会の認知度や機能に関して大きなポイントにな
るところである。事前に学校保健委員会の方向を定
めるための調査を実施するなどして、児童生徒の健
康課題の実態や新たな問題等について教職員や保護
者らが共通認識をもつことが不可欠である。
　また、児童生徒が参加することについては課題解
決に繋がる期待が寄せられている。児童会・生徒会
の委員会活動が学校保健委員会の場で報告や提案を
するような形式、あるいは保護者と共に討議する形
態などを試みる価値はありそうである。ただ、中小
規模の学校が多い長野県は、保健主事を養護教諭が
兼ねることが多く、その養護教諭も各校 1 人配置
のことが多い。保健室へ来室する子どもの人数の増
加と来室理由の多様化に伴い子ども 1 人当たりの
対応時間も増加しており 5) 、養護教諭は非常に多
忙である。筆者は、Ｘ小学校での学校保健委員会に
おいて児童の報告の場や参加者との討議の場を設け
た実践を報告した 6) が、年度当初から準備するな
ど入念さは必要であった。したがって児童会や生徒
会が無理なく参加できる方法を模索する必要がある
と考える。最後に学校保健委員会の開催後に、協議
した内容を実践に繋げ活かすためにどのようなこと
が必要であるかという自由記述については、【学校
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学校保健委員会の活性化に向けて68
